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（紗の）

◆原本を再現した本書は、経年の汚れなどを取りました。（この組み見本は、原書の約90％です）

福岡市文学館選書1「黒田加水」
福本日南，‥‥‥‥‥‥‥‥ふくもと“にちなん

安政4年（1857）一大正10年（1921）

福岡藩士・福本泰風の長男として生まれる。幼名は巴。後

に誠と改名。藩校修献館に学び、明治7年に上京。明治9年、

司法省法学校に学ぶも「賄征伐」により原敬、陸濁南らと

処罰を受け退校。明治22年、新聞「日本」を創刊。同年には

フィリピンに渡航し、この頃から「日南」と号す。明治38年

「九州日報」の第4代社長兼主筆、明治41年には憲政本党

所属で衆議院議員となり政治家として活躍。代表作は『元

禄快挙録』（明治42年）、『直江山城守』（明治43年）、『英雄

論』（明治也年）、『太閤とカイセル』（大正2年）など多数。

『黒田加水』

明治44年5月、東亜堂書房より発行された本書は、「黒田加水」

の史伝であり、金子堅太郎著『黒田如水伝』と並び、その後、多

くの「加水」小説の種本となった。

豊臣秀吉とナポレオンを尊敬していたという日南の本書「叙言」

には「是に於で乎太閤の小模型に択み、比に黒田加水伝を作る」

とあり、その執筆意図が窺える。内容は黒田家発祥から加水の

生涯までが丁寧に綴られ、更に巻末の付録には年譜のほか「黒

田氏と福岡」など史論家だった日南独自の論究が収録されて

いる。　　　　　　X本書は東亜堂書房発行の原本からの新装復刊です。
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